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秋
山
晋
吾

姦
通
裁
判

│
18
世
紀
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
村
の
世
界
│

領主夫人が堕ちた
“禁断の愛”─。
東欧史研究の旗手、待望の一般書デビュー！

だが、果たしてこれは、ただの姦通事件なのか……?
裁判史料からリアルに立ち上がる、近世東欧の村の生活。

そして、事件は予測不能の深層に辿り着く !





129

 

姦
通
裁
判
　
│
18
世
紀
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
村
の
世
界 

│
　
　
秋
山
晋
吾





プ
ロ
ロ
ー
グ

　
一
七
六
五
年
の
夏
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
東
の
は
ず
れ
、
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
侯
国
の
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー

ル
と
い
う
村
で
は
、
あ
る
事
件
の
裁
判
の
証
人
尋
問
が
行
わ
れ
て
い
た
。
尋
問
の
場
と
な
っ
た
農
民
の
家

に
は
一
日
に
数
人
の
村
人
が
呼
び
出
さ
れ
、
村
に
住
む
貴
族
た
ち
の
屋
敷
に
は
二
人
の
裁
判
官
が
出
向
い

て
い
っ
た
。
裁
判
官
の
前
に
立
っ
た
証
人
た
ち
は
、
一
人
ず
つ
、
読
み
上
げ
ら
れ
た
二
三
項
目
か
ら
な
る

質
問
に
答
え
た
。

　
証
人
の
一
人
、
農
民
ト
マ
・
ミ
ハ
ー
イ
の
二
〇
歳
に
な
る
妻
オ
ナ
は
、
質
問
の
一
つ
に
答
え
て
次
の
よ

う
に
語
っ
た
。

　

　
二
年
ほ
ど
前
か
ら
、
私
は
下
女
と
し
て
ラ
ー
ツ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
に
仕
え
て
い
ま
し
た
。
そ

の
た
め
、
ラ
ー
ツ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
の
奥
方
と
ラ
ー
ツ
・
ア
ー
ダ
ー
ム
様
が
互
い
を
憎
か
ら

ず
思
っ
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
ま
す
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
が
ご
不
在
の
際
な
ど
に
は
、
夜
な
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夜
な
、
人
々
が
寝
静
ま
っ
た
頃
に
ア
ー
ダ
ー
ム
様
が
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
の
お
屋
敷
に
や
っ
て
き

ま
し
た
。
そ
し
て
、
そ
っ
と
敷
地
に
入
っ
て
く
る
と
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
の
奥
方
が
ベ
ッ
ド
で

お
休
み
に
な
っ
て
い
る
家
か
ら
私
た
ち
使
用
人
を
外
に
出
し
、
別
の
小
さ
な
家
に
移
動
さ
せ
る
の
で

す
。
私
た
ち
が
言
わ
れ
る
ま
ま
に
す
ぐ
に
外
に
出
る
と
、
ご
両
人
は
家
の
な
か
で
二
人
だ
け
に
な
る

の
で
す
。
ア
ー
ダ
ー
ム
様
は
そ
ん
な
時
い
つ
も
未
明
の
う
ち
に
立
ち
去
り
ま
し
た
の
で
、
朝
に
な
っ

て
私
た
ち
が
目
を
覚
ま
す
頃
に
は
、
そ
の
姿
を
見
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
オ
ナ
が
何
に
つ
い
て
語
っ
て
い
る
の
か
、
詳
し
く
説
明
す
る
必
要
は
あ
る
ま
い
。
領
主
の
妻
と
そ
こ
に

通
っ
て
く
る
間
男
の
間
で
繰
り
広
げ
ら
れ
る
情
事
を
目
の
当
た
り
に
し
て
い
た
証
人
が
、
自
分
が
知
っ
て

い
る
こ
と
を
裁
判
官
に
向
か
っ
て
語
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
間
男
ア
ー
ダ
ー
ム
は
、
夜
だ
け
で
な
く
昼
間

に
も
や
っ
て
き
て
領
主
の
妻
ダ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ユ
デ
ィ
ト
と
二
人
で
家
に
閉
じ
こ
も
っ
て
い
た
こ
と
、
と
き

に
ユ
デ
ィ
ト
を
外
に
連
れ
出
し
村
は
ず
れ
の
墓
地
や
小
麦
畑
で
手
を
取
り
合
っ
て
散
歩
し
て
い
た
こ
と
、

ユ
デ
ィ
ト
を
抱
き
寄
せ
て
「
ユ
ツ
ィ
よ
、
僕
の
心
よ
、
魂
よ
」
な
ど
と
さ
さ
や
い
て
い
た
こ
と
、
絹
の
ス

カ
ー
フ
だ
の
、
高
価
な
酒
だ
の
、
果
物
だ
の
、
宝
石
が
つ
い
た
金
の
指
輪
だ
の
を
貢
い
で
い
た
こ
と
。

　
オ
ナ
は
ま
た
、（
ア
ー
ダ
ー
ム
が
愛
称
で
ユ
ツ
ィ
と
呼
ぶ
）
ユ
デ
ィ
ト
の
行
動
に
つ
い
て
も
話
し
て
い
る
。
ア
ー
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ダ
ー
ム
に
さ
ら
に
気
に
い
ら
れ
る
よ
う
瓶
入
り
の
「
魔
法
の
水
」
を
使
っ
て
い
た
こ
と
、
自
分
か
ら
ア
ー

ダ
ー
ム
の
も
と
に
行
く
際
に
は
子
ど
も
た
ち
を
オ
ナ
に
預
け
て
い
た
こ
と
、
最
近
、
夫
の
家
を
飛
び
出
し

た
の
で
村
中
が
大
騒
ぎ
に
な
っ
て
い
る
こ
と
…
…
。

　
雄
弁
な
オ
ナ
の
証
言
に
登
場
す
る
の
は
、
情
事
の
主
役
た
ち
に
限
ら
れ
な
い
。
彼
ら
の
言
動
に
巻
き
込

ま
れ
る
村
の
農
民
た
ち
、
た
し
な
め
よ
う
と
す
る
親
し
い
貴
族
た
ち
、
取
り
入
ろ
う
と
す
る
「
魔
女
」、
こ

れ
ら
の
人
物
が
動
き
回
る
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
村
の
空
間
、
村
の
生
活
に
織
り
こ
ま
れ
た
季
節
の
リ
ズ
ム
、

そ
し
て
、
重
な
り
合
う
よ
う
に
し
て
作
用
す
る
人
々
の
間
の
力
関
係
。
そ
れ
ら
が
、
彼
女
の
言
葉
の
端
々

か
ら
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
。

　
前
年
の
一
七
六
四
年
か
ら
二
度
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
た
証
人
尋
問
で
は
、
オ
ナ
を
含
め
合
計
一
〇
六
人

が
口
を
開
き
、
う
ち
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
村
に
住
む
者
は
九
〇
人
、
の
こ
り
の
一
六
人
は
村
と
関
わ
り
を

持
つ
近
隣
の
町
や
村
の
住
民
た
ち
だ
っ
た
。
一
三
〇
軒
あ
ま
り
の
家
か
ら
な
る
さ
ほ
ど
大
き
く
も
な
い
こ

の
村
で
は
、
こ
れ
ほ
ど
の
数
の
人
た
ち
が
証
言
さ
せ
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
自
体
、
ユ
デ
ィ
ト
た
ち
の
道
な

ら
ぬ
行
い
な
ど
と
は
比
べ
物
に
な
ら
な
い
ほ
ど
の
波
風
を
立
て
た
だ
ろ
う
。
そ
れ
ら
の
証
言
は
、
ハ
ン
ガ

リ
ー
語
で
記
録
さ
れ
、
ラ
テ
ン
語
の
巻
頭
辞
を
付
せ
ら
れ
た
、
約
二
〇
〇
頁
の
手
書
き
の
文
書
と
し
て
残

さ
れ
た
。
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本
書
で
は
、
今
か
ら
二
五
〇
年
ほ
ど
前
に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
片
隅
の
村
を
騒
が
せ
た
こ
の
事
件
と
そ
の

証
人
尋
問
を
読
み
解
い
て
い
く
。
そ
れ
を
通
じ
て
、
事
件
そ
の
も
の
と
い
う
よ
り
も
（
こ
れ
自
体
は
い
た
っ
て

あ
り
き
た
り
な
痴
話
喧
嘩
の
よ
う
に
見
え
る
）、
一
八
世
紀
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
村
の
生
活
と
人
々
の
価
値
観
の
隅
々
を

復
元
し
て
み
よ
う
と
思
う
。

　
狙
い
は
大
き
く
二
つ
あ
る
。
歴
史
を
書
く
と
い
う
こ
と
が
史
料
を
読
み
こ
む
こ
と
を
土
台
に
し
て
成
り

立
っ
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
れ
と
は
逆
に
、
史
料
が
す
べ
て
を
語
っ
て
く
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と
い
う

こ
と
を
知
る
こ
と
で
あ
る
。

　
で
は
さ
っ
そ
く
、
事
件
の
世
界
に
入
っ
て
い
っ
て
み
よ
う
。
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1730 年頃？ ユディト生まれる

1750 年頃？ ユディトとイシュトヴァーン婚姻

1753 年頃 ユディトと下男ヨージの情事
長男ペーテル生まれる

1756 年頃 ユディトと貴族ブダイの情事
長女テレージア生まれる

1760 年頃　 ユディトとアーダームの情事始まる
次女カロリナ生まれる

1763 年頃 アーダーム、イシュトヴァーン邸入手

1764 年 5月頃 イシュトヴァーン、コスタファルヴァへ

7月頃 ユディト、エゲルベジュへ

9月 第 1回証人聴取（前半）

10月頃 アーダーム夫人カタ、レムヘーニへ
ユディト、コザールヴァールへ

1765 年 1月 第 1回証人聴取（後半）
ユディトとアーダームの同居禁止命令？

3月 ユディト、コスタファルヴァへ

4月
イシュトヴァーン帰還、屋敷買戻し
ユディト夫妻の和解
ユディトとアーダムの面会禁止命令

6月 ユディト逃亡
第 2回証人聴取（～9月）

1766 年 2月 判決

事件年表



お
も
な
登
場
人
物

●
ラ
ー
ツ
家

ユ
デ
ィ
ト
（
ダ
ー
ヴ
ィ
ド
・
ユ
デ
ィ
ト
） ..................

姦
通
事
件
の
主
人
公

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン（
ラ
ー
ツ・イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
） ..

ユ
デ
ィ
ト
の
夫
、
村
の
中
規
模
領
主

ア
ー
ダ
ー
ム .............................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
従
兄
、
ユ
デ
ィ
ト
の
情
夫

カ
タ ........................................................

ア
ー
ダ
ー
ム
の
妻

ヤ
ー
ノ
シ
ュ ...............................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
ア
ー
ダ
ー
ム
の
従
兄
、
老
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
兄

老
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン .................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
ア
ー
ダ
ー
ム
の
従
兄
、
内
ソ
ル
ノ
ク
県
役
人

●
農
民
た
ち

ト
マ
・
ミ
ハ
ー
イ
（
年
上
の
） ..........................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ヨ
ッ
バ
ー
ジ
、
屋
敷
内
に
居
住

オ
ナ ........................................................

年
上
の
ト
マ
・
ミ
ハ
ー
イ
の
妻
、
か
つ
て
ユ
デ
ィ
ト
の
下
女

ト
マ
・
ミ
ハ
ー
イ
（
年
下
の
） ..........................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ヨ
ッ
バ
ー
ジ
、
屋
敷
内
に
居
住



フ
ロ
ー
ラ .................................................

年
下
の
ト
マ
・
ミ
ハ
ー
イ
の
妻
、
パ
ス
カ
ル
・
ウ
ル
ス
の
娘
、
下
女
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
の
姉

パ
ス
カ
ル
・
ウ
ル
ス....................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ヨ
ッ
バ
ー
ジ
、
事
件
の
最
中
に
逃
亡

フ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ァ
シ
ル .............................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（
の
ち
ア
ー
ダ
ー
ム
）
の
ジ
ェ
ッ
レ
ー
ル

ヴ
ル
ヴ
ァ .................................................

フ
ル
バ
ー
ン
・
ヴ
ァ
シ
ル
の
妻

モ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
ン
・
ト
ジ
ェ
ル .......................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ジ
ェ
ッ
レ
ー
ル
、
屋
敷
内
に
居
住

マ
ロ
シ
ャ
ー
ン
・
ウ
ル
ス ..............................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
ジ
ェ
ッ
レ
ー
ル

ダ
ー
ン
チ
ュ
・
ユ
オ
ン .................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
（
の
ち
マ
ク
ラ
イ
・
エ
レ
ク
）
の
ジ
ェ
ッ
レ
ー
ル
、
酒
売
り

ユ
ア
ナ .....................................................

ダ
ー
ン
チ
ュ
・
ユ
オ
ン
の
妻

ツ
ィ
ガ
ー
ニ
・
ガ
ー
ボ
ル.............................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
「
ジ
プ
シ
ー
農
奴
」

マ
ー
リ
ア .................................................

ツ
ィ
ガ
ー
ニ
・
ガ
ー
ボ
ル
の
妻

　
●
下
女
・
下
男
た
ち

ナ
ス
タ
ー
ジ
ア ..........................................
ユ
デ
ィ
ト
の
下
女
、
パ
ス
カ
ル
・
ウ
ル
ス
の
娘
、
事
件
の
最
中
に
逃
亡

エ
ル
シ
ョ
ー
ク ...........................................

ユ
デ
ィ
ト
の
下
女
、
デ
ー
シ
ュ
の
都
市
民
の
娘

ガ
チ
ナ ....................................................

ユ
デ
ィ
ト
の
下
女
、
隣
村
モ
ノ
シ
ュ
ト
ル
セ
グ
の
農
民
の
娘



ヨ
ー
ジ
（
ヨ
ー
ジ
ェ
フ
） ..................................

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
下
男
、
ユ
デ
ィ
ト
の
情
夫
、
の
ち
解
雇

●
貴
族
た
ち

テ
レ
キ
・
カ
ー
ロ
イ ...................................

大
貴
族
、
内
ソ
ル
ノ
ク
県
主
席
県
令
、
普
段
は
村
に
住
ま
な
い

マ
ク
ラ
イ
・
エ
レ
ク ....................................

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
中
規
模
貴
族
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派

コ
マ
ー
ロ
ミ
・
ペ
ー
テ
ル .............................

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
中
規
模
貴
族
、
カ
ル
ヴ
ァ
ン
派

ペ
ト
キ
・
ジ
ェ
ル
ジ
ュ ..................................

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
貴
族
、
教
会
堂
占
拠
事
件
に
連
座

ブ
ダ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン ......................

隣
村
モ
ノ
シ
ュ
ト
ル
セ
グ
の
貴
族
、
ユ
デ
ィ
ト
の
情
夫

●
聖
職
者
な
ど

ポ
パ
・
ヤ
ン
ク ..........................................

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭

チ
チ
ョ
ー
ウ
ー
イ
フ
ァ
ル
村
の
「
魔
女
」 .......
ギ
リ
シ
ア
・
カ
ト
リ
ッ
ク
司
祭
ポ
パ
・
ペ
ト
レ
の
妻

 

※
人
名
は
史
料
に
従
い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
式
に
「
姓
・
名
」
の
順
で
表
記
し
た



ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
地
名
対
照
表
（
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
名......

ル
ー
マ
ニ
ア
語
名
）

エ
ゲ
ル
ベ
ジ
ュ .............................

ア
グ
ル
ビ
チ
ウ

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
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ク
ズ
ド
リ
オ
ア
ラ

コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ ......................

コ
ス
テ
ニ

コ
ロ
ジ
ュ
ヴ
ァ
ー
ル ......................

ク
ル
ー
ジ
ュ
゠
ナ
ポ
カ

コ
ー
ロ
ー
ド
セ
ン
ト
マ
ー
ル
ト
ン ...

コ
ロ
イ
ス
ン
マ
ル
テ
ィ
ン

サ
モ
シ
ュ
ウ
ー
イ
ヴ
ァ
ー
ル ...........

ゲ
ル
ラ

ジ
ュ
ラ
フ
ェ
ヘ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル .........
ア
ル
バ
゠
ユ
リ
ア

セ
ン
ト
マ
ル
ギ
タ ........................
ス
ン
マ
ル
ギ
タ

デ
ー
シ
ュ ...................................

デ
ジ
ュ

チ
チ
ョ
ー
ウ
ー
イ
フ
ァ
ル ..............

チ
チ
ェ
ウ
゠
コ
ラ
ビ
ア

テ
メ
シ
ュ
ヴ
ァ
ー
ル......................

テ
ィ
ミ
シ
ョ
ア
ラ

ト
ル
ダ .....................................

ト
ゥ
ル
ダ



バ
ラ
ー
ジ
ュ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ ...............

ブ
ラ
ー
ジ
ュ

ペ
テ
ー
レ
ー
ト ...........................

ペ
テ
リ
テ
ア

ベ
ル
ナ
ー
ド ...............................

ベ
ル
ナ
デ
ア

ヘ
レ
ペ .......................................

ヘ
レ
ペ
ア

ネ
ー
マ .....................................

ニ
マ

ネ
ー
メ
テ
ィ ...............................

ミ
ン
テ
ィ
ウ
゠
ゲ
ル
リ

マ
ジ
ャ
ル
ケ
ブ
レ
シ
ュ ...................

ク
ブ
レ
シ
ュ
゠
ソ
メ
シ
ャ
ン

マ
ー
ラ
マ
ロ
シ
ュ .........................

マ
ラ
ム
レ
シ
ュ

ミ
ケ
ハ
ー
ザ ...............................
ミ
カ

ミ
ハ
ー
イ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ ..................
チ
チ
ェ
ウ
゠
ミ
ハ
イ
エ
シ
ュ
テ
ィ

メ
ゼ
ー
バ
ー
ン
ド ........................

バ
ン
ド

モ
ノ
シ
ュ
ト
ル
セ
グ .....................

マ
ナ
シ
ュ
ト
ゥ
レ
ル

レ
ム
ヘ
ー
ニ
（
レ
メ
ー
ニ
） ................

レ
ム
ニ
ウ

 

※
ト
ラ
ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
の
地
名
は
、
史
料
に
従
い
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
名
で
表
記
し
た
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ユ
デ
ィ
ト
の
放ほ

う

埒ら
つ

　
領
主
の
妻
ユ
デ
ィ
ト
の
正
確
な
年
齢
は
わ
か
ら
な
い
。
村
人
た
ち
の
証
言
か
ら
は
、
少
な
く
と
も
裁
判

の
十
数
年
前
に
は
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
結
婚
し
て
い
た
こ
と
、
近
く
の
町
の
寄
宿
舎
で
学
ん
で
い
る
と

思
わ
れ
る
一
〇
歳
く
ら
い
の
息
子
を
筆
頭
に
、
七
歳
前
後
の
娘
と
そ
の
妹
の
三
人
の
子
ど
も
が
い
た
こ
と

が
わ
か
る
。
そ
れ
ら
か
ら
推
測
す
る
と
、
裁
判
が
行
わ
れ
た
一
七
六
〇
年
代
中
頃
に
は
、
お
そ
ら
く
三
〇

代
半
ば
に
差
し
掛
か
っ
た
あ
た
り
の
年
齢
だ
っ
た
。

　
ユ
デ
ィ
ト
の
評
判
は
お
世
辞
に
も
芳か

ん
ばし

い
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
あ
る
親
族
の
女
性
は
、「
二
人
が
一
緒

に
な
っ
た
当
初
は
ま
ず
ま
ず
の
夫
婦
仲
だ
っ
た
の
で
す
が
、
そ
の
う
ち
険
悪
な
関
係
に
な
っ
て
、
口
喧
嘩

や
取
っ
組
み
合
い
の
喧
嘩
が
絶
え
ま
せ
ん
で
し
た
。
正
直
に
言
え
ば
、
最
初
か
ら
そ
の
原
因
は
ユ
デ
ィ
ト

に
あ
り
ま
し
た
」
と
冷
た
く
言
い
放
つ
。
ユ
デ
ィ
ト
た
ち
の
屋
敷
に
住
み
こ
む
農
民
マ
ロ
シ
ャ
ー
ン
・
ウ

ル
ス
と
そ
の
妻
ア
ン
ジ
ラ
の
意
見
も
、
多
少
の
気
遣
い
は
あ
る
も
の
の
同
じ
よ
う
な
も
の
で
あ
る
。「
お
二

人
は
結
婚
し
て
以
来
、
と
き
に
仲
良
い
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
概
し
て
劣
悪
な
関
係
で
し
た
。
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
も
一
時
間
に
二
度
も
三
度
も
食
っ
て
掛
か
る
よ
う
な
愚
か
な
こ
と
を
し
て
い
ま
し
た
が
、

原
因
の
大
半
は
奥
様
の
ほ
う
に
あ
り
ま
し
た
」。

　
夫
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
苛
立
っ
て
い
た
の
は
、
ユ
デ
ィ
ト
の
男
性
関
係
を
疑
っ
て
い
た
か
ら
だ
っ
た
。
農
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民
マ
ロ
シ
ャ
ー
ン
の
母
ネ
チ
ャ
に
よ
れ
ば
、
夫
婦
仲
が
悪
く
な
っ
た
の
は
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
「
あ
の

男
と
こ
の
男
と
と
い
う
よ
う
に
、
次
々
と
奥
様
と
の
関
係
を
勘
ぐ
り
始
め
た
一
〇
年
ほ
ど
前
か
ら
」
だ
っ
た
。

　
夫
の
疑
念
を
裏
付
け
る
だ
け
の
材
料
は
十
分
に
あ
っ
た
。
ユ
デ
ィ
ト
の
男
性
遍
歴
は
、
一
七
六
四
年
九

月
か
ら
翌
年
一
月
に
か
け
て
行
わ
れ
た
一
回
目
の
証
人
尋
問
の
テ
ー
マ
で
あ
っ
た
。
裁
判
官
は
証
人
た
ち

に
、
ユ
デ
ィ
ト
と
三
人
の
男
と
の
関
係
を
尋
ね
て
い
る
。
最
初
の
相
手
は
、
一
一
年
ほ
ど
前
の
一
七
五
三

年
、
当
時
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
邸
に
仕
え
て
い
た
ヨ
ー
ジ
と
い
う
名
の
下
男
だ
っ
た
。
ユ
デ
ィ
ト
は
こ
の

若
者
を
い
た
く
気
に
入
り
、
手
料
理
を
食
べ
さ
せ
た
り
、「
き
れ
い
な
細
身
の
シ
ャ
ツ
で
着
飾
ら
せ
て
」
連

れ
ま
わ
し
た
り
し
て
い
た
。
ほ
ど
な
く
ヨ
ー
ジ
は
、
二
人
の
仲
を
訝い

ぶ
かっ

た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
よ
っ
て

家
か
ら
追
い
出
さ
れ
た
。

　
次
の
相
手
は
隣
村
に
住
む
ブ
ダ
イ
・
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
い
う
名
の
貴
族
で
、
近
く
に
駐
留
し
て
い

た
軽
騎
兵
の
士
官
た
ち
を
招
い
た
宴
会
で
知
り
あ
い
、
恋
仲
に
な
っ
た
よ
う
だ
。
カ
ー
ル
ノ
キ
連
隊
と
い

う
名
称
の
こ
の
軽
騎
兵
連
隊
は
、
一
七
五
六
年
に
七
年
戦
争
（
〜
六
三
年
）
が
勃
発
す
る
と
、
主
戦
場
と
な
っ

た
ボ
ヘ
ミ
ア
や
シ
レ
ジ
ア
を
転
戦
し
た
の
で
、
ブ
ダ
イ
と
ユ
デ
ィ
ト
の
逢
瀬
は
そ
の
前
と
い
う
こ
と
に
な

る
。
ブ
ダ
イ
は
、
と
き
に
弟
と
と
も
に
や
っ
て
き
た
。
そ
ん
な
時
、
弟
の
ヤ
ー
ノ
シ
ュ
は
村
の
農
民
た
ち

と
一
緒
に
家
の
外
で
暇
を
つ
ぶ
し
て
、
兄
が
褥し

と
ねか

ら
出
て
く
る
の
を
待
っ
た
の
だ
っ
た
。
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ブ
ダ
イ
と
の
関
係
が
終
わ
る
と
、
ア
ー
ダ
ー
ム
が
現
れ
る
。
ユ
デ
ィ
ト
と
ア
ー
ダ
ー
ム
の
関
係
に
つ
い

て
は
本
書
を
通
し
て
詳
細
に
触
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
の
で
、
こ
こ
で
は
二
人
の
関
係
が
始
ま
っ
た
の
が

（
証
人
に
よ
っ
て
多
少
の
ず
れ
が
あ
る
も
の
の
）
証
人
聴
取
の
概
ね
三
〜
四
年
前
、
つ
ま
り
一
七
六
〇
年
頃
の
こ
と
だ

っ
た
と
い
う
こ
と
だ
け
確
認
し
て
お
こ
う
。

　
ユ
デ
ィ
ト
と
三
人
の
男
た
ち
と
の
情
事
に
は
、
も
れ
な
く
結
果
が
伴
っ
た
。
ユ
デ
ィ
ト
の
一
番
上
の
子

で
あ
る
ペ
ー
テ
ル
と
い
う
名
の
男
の
子
は
、
父
親
た
る
べ
き
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
は
似
て
も
似
つ
か
な

か
っ
た
よ
う
だ
。
先
述
の
農
婦
ネ
チ
ャ
は
言
う
。「
ペ
ー
テ
ル
と
い
う
男
の
子
が
誰
の
子
か
は
知
り
ま
せ
ん

が
、
背
格
好
や
性
格
、
立
ち
居
振
る
舞
い
は
ま
さ
に
下
男
の
ヨ
ー
ジ
そ
っ
く
り
で
し
て
、
一
度
で
も
こ
の

若
者
を
見
た
こ
と
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
わ
か
る
く
ら
い
で
す
」。
息
子
夫
婦
と
と
も
に
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の

屋
敷
内
に
住
ん
で
い
た
ネ
チ
ャ
は
、
そ
の
後
に
生
ま
れ
た
ユ
デ
ィ
ト
の
二
人
の
娘
を
産
婆
と
し
て
取
り
上

げ
た
。
そ
の
二
人
も
、
生
ま
れ
て
数
か
月
後
に
は
、
上
の
テ
レ
ー
ジ
ア
は
ブ
ダ
イ
の
子
だ
と
、
下
の
カ
ロ

リ
ナ
は
ア
ー
ダ
ー
ム
の
子
だ
と
ネ
チ
ャ
は
気
づ
く
こ
と
に
な
る
。
三
人
の
子
の
父
親
の
こ
と
は
村
中
で
す

っ
か
り
噂
に
な
っ
て
お
り
、
ユ
デ
ィ
ト
で
さ
え
も
、
ネ
チ
ャ
に
指
摘
さ
れ
る
と
「
あ
っ
さ
り
そ
れ
を
認
め
、

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
の
前
で
さ
え
も
否
定
し
な
か
っ
た
」
ほ
ど
で
あ
っ
た
。

　
子
ど
も
た
ち
の
本
当
の
父
親
が
誰
で
あ
る
か
は
、
こ
こ
で
は
あ
ま
り
問
題
で
は
な
い
。
重
要
な
の
は
、
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夫
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
だ
け
で
な
く
、
使
用
人
た
ち
も
、
村
人
た
ち
も
、
子
ど
も
た
ち
が
「
不
義
の
子
」

だ
と
確
信
し
て
い
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ユ
デ
ィ
ト
自
身
が
折
に
触
れ
て
自
分
の
貞
操
さ
を
主
張
し
て
も
、

村
で
そ
れ
を
信
じ
る
者
は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

　
従
兄
弟
同
士
の
争
い

　
村
で
の
ユ
デ
ィ
ト
の
評
判
に
は
、
激
し
や
す
か
っ
た
で
あ
ろ
う
そ
の
性
格
も
影
響
し
た
は
ず
だ
。
そ
れ

に
対
し
て
、
証
言
に
登
場
す
る
夫
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
と
き
に
癇か

ん

癪し
ゃ
くを

起
し
て
は
妻
の
ユ
デ
ィ
ト

に
石
で
も
っ
て
追
い
回
さ
れ
、
間
男
の
ア
ー
ダ
ー
ム
に
殴
ら
れ
て
は
泣
き
言
を
言
う
男
で
あ
っ
た
。
二
人

に
叩
き
の
め
さ
れ
て
自
分
の
屋
敷
か
ら
駆
け
出
し
て
き
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
通
り
を
歩
い
て
い
た

農
民
に
、「
妻
に
殴
り
か
か
ら
れ
て
あ
や
う
く
殺
さ
れ
る
と
こ
ろ
だ
っ
た
」
と
こ
ぼ
し
て
さ
え
い
る
。

　
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
年
齢
も
、
ア
ー
ダ
ー
ム
の
年
齢
も
不
明
だ
が
、
証
言
の
内
容
か
ら
推
測
す
る
に
、

ア
ー
ダ
ー
ム
の
ほ
う
が
年
上
で
、
と
も
に
三
〇
代
後
半
か
ら
四
〇
代
半
ば
と
い
っ
た
と
こ
ろ
の
よ
う
だ
。

こ
の
二
人
、
父
親
同
士
が
兄
弟
で
、
従
兄
弟
の
関
係
に
あ
っ
た
。

　
ア
ー
ダ
ー
ム
は
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
は
異
な
り
、
し
た
た
か
な
男
だ
っ
た
よ
う
だ
。
従
弟
の
屋
敷
に
日

参
し
て
そ
の
妻
と
懇
ろ
に
な
っ
た
だ
け
で
な
く
、
二
人
の
関
係
に
激
高
し
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
手
か
ら
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ピ
ス
ト
ル
を
取
り
上
げ
る
と
、
腹
を
殴
打
し
て
、
倒
れ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
を
足
蹴
に
し
て
や
り
こ
め

た
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
「
盗
人
め
！
　
娼
婦
め
！
　
間
男
め
！
」
と
叫
ぶ
こ
と
し
か
で
き
な
か
っ
た
。

　
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
、
ア
ー
ダ
ー
ム
は
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
抱
え
て
い
た
借
金
を
肩
代
わ
り
す
る

こ
と
で
彼
の
屋
敷
を
手
に
入
れ
、
ユ
デ
ィ
ト
と
同
じ
敷
地
に
住
み
始
め
た
の
だ
。
し
ば
ら
く
の
間
、
夫
婦

と
間
男
の
奇
妙
な
同
居
生
活
が
続
い
た
後
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
家
財
道
具
を
持
っ
て
コ
ス
タ
フ
ァ
ル

ヴ
ァ
と
い
う
自
身
の
別
の
領
地
へ
と
去
っ
た
。
ア
ー
ダ
ー
ム
に
見
捨
て
ら
れ
た
そ
の
妻
カ
タ
と
娘
も
ま
た
、

ア
ー
ダ
ー
ム
の
母
親
が
住
む
遠
く
の
村
へ
と
去
っ
て
い
っ
た
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
村
を
出
た
の
が
一

七
六
四
年
の
「
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
最
初
の
草
む
し
り
の
後
」、
つ
ま
り
初
夏
の
五
月
頃
、
カ
タ
が
去
っ
た
の

が
同
じ
年
の
「
ブ
ド
ウ
収
穫
の
後
」、
つ
ま
り
秋
の
一
〇
月
頃
の
こ
と
だ
っ
た
。

一
八
世
紀
の
聴
取
記
録

　
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
去
っ
た
屋
敷
で
ア
ー
ダ
ー
ム
が
暮
ら
し
始
め
、
カ
タ
が
村
を
去
る
準
備
を
し
て

い
た
頃
、
つ
ま
り
一
七
六
四
年
の
九
月
、
村
人
た
ち
に
対
す
る
一
回
目
の
証
人
聴
取
が
行
わ
れ
た
。
こ
の

聴
取
は
、
九
月
三
日
と
四
日
の
両
日
に
四
四
人
、
四
か
月
ほ
ど
の
間
を
空
け
て
翌
年
一
月
二
二
日
に
六
人

の
農
民
と
貴
族
を
対
象
に
行
わ
れ
た
。
間
隔
が
あ
い
た
理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
同
じ
質
問
項
目
で
行
わ
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れ
た
こ
れ
ら
五
〇
人
の
聴
取
記
録
は
、
三
二
頁
か
ら
な
る
一
つ
の
文
書
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

　
こ
の
よ
う
な
裁
判
記
録
は
、
人
々
の
圧
倒
的
多
数
が
識
字
能
力
を
持
た
ず
、
自
ら
記
録
を
残
さ
な
か
っ

た
近
代
以
前
の
民
衆
の
肉
声
が
記
さ
れ
た
貴
重
な
史
料
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
農
民
の
声
も
、
本
書
の
主

人
公
た
ち
の
よ
う
な
田
舎
貴
族
の
日
常
の
姿
も
、
生
き
生
き
と
書
き
残
さ
れ
て
い
る
。

　
も
っ
と
も
、
こ
こ
に
記
録
さ
れ
た
「
声
」
は
証
人
た
ち
が
話
し
た
言
葉
そ
の
も
の
と
い
う
わ
け
で
は
な

い
。
書
記
に
よ
っ
て
記
録
さ
れ
る
過
程
で
、
あ
る
程
度
の
改
変
や
省
略
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
確
か
だ
し
、
証

人
が
話
し
た
言
語
と
記
録
の
言
語
が
異
な
る
場
合
、
そ
こ
に
は
翻
訳
作
業
が
あ
っ
た
。
一
八
世
紀
の
ト
ラ

ン
シ
ル
ヴ
ァ
ニ
ア
で
は
、
公
文
書
は
公
用
語
の
ラ
テ
ン
語
か
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
で
書
き
記
さ
れ
た
の
で
、
こ
の

聴
取
で
、
少
な
く
と
も
一
部
の
証
人
が
話
し
た
で
あ
ろ
う
ル
ー
マ
ニ
ア
語
の
発
言
は
ハ
ン
ガ
リ
ー
語
に
訳
さ

れ
て
記
録
さ
れ
て
い
る
（
証
言
の
な
か
で
言
及
さ
れ
る
会
話
の
一
部
は
ル
ー
マ
ニ
ア
語
で
も
記
さ
れ
た
）。

　
当
時
の
裁
判
聴
取
に
は
、
大
き
く
二
通
り
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
っ
た
。
一
つ
は
こ
の
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル

の
聴
取
で
用
い
ら
れ
た
形
式
、
す
な
わ
ち
、
事
前
に
準
備
さ
れ
た
何
項
目
か
の
質
問
事
項
を
証
人
た
ち
に

同
じ
よ
う
に
聞
く
も
の
で
あ
る
。
こ
の
場
合
、
聴
取
記
録
は
、
聴
取
に
関
わ
っ
た
判
事
や
書
記
、
聴
取
を

行
っ
た
年
月
日
と
場
所
が
冒
頭
に
記
録
さ
れ
た
後
、
質
問
項
目
が
列
挙
さ
れ
、
続
い
て
、
証
人
ご
と
（
複
数

人
ま
と
め
て
の
こ
と
も
あ
る
）
に
氏
名
・
年
齢
・
身
分
等
が
記
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
「
質
問
第
○
項
目
へ
の
回
答
」
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と
い
う
よ
う
に
証
言
が
記
録
さ
れ
て
い
く
。
そ
の
た
め
、
証
人
ご
と
の
証
言
の
多
少
が
記
録
の
分
量
に
反

映
さ
れ
た
。
た
と
え
ば
、
先
述
の
ネ
チ
ャ
は
、
一
七
六
四
年
九
月
に
行
わ
れ
た
聴
取
で
も
っ
と
も
饒
舌
に

話
し
、
そ
の
証
言
は
四
頁
に
わ
た
っ
て
記
録
さ
れ
た
。
こ
の
パ
タ
ー
ン
は
、
裁
判
で
だ
け
で
な
く
、
当
局

に
よ
る
様
々
な
聞
き
取
り
調
査
（
村
の
税
負
担
や
教
会
の
使
用
実
態
な
ど
）
で
も
広
く
用
い
ら
れ
た
。

　
も
う
一
つ
の
パ
タ
ー
ン
は
一
問
一
答
型
で
、
お
も
に
被
疑
者
の
取
り
調
べ
や
被
告
の
聴
取
の
際
に
用
い

ら
れ
た
。
裁
判
官
が
、
氏
名
・
年
齢
・
身
分
な
ど
を
問
い
た
だ
し
、
被
疑
者
が
そ
れ
に
答
え
た
後
、
質
問

と
回
答
が
交
互
に
行
わ
れ
る
。
こ
の
場
合
、
文
書
は
頁
を
縦
半
分
に
区
切
り
、
左
に
質
問
、
右
に
回
答
が

記
さ
れ
る
。
実
は
、
本
書
が
扱
う
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
事

件
で
は
、
こ
の
型
の
聴
取
記
録
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ

は
、
被
疑
者
の
発
言
が
我
々
の
手
元
に
な
い
と
い
う
こ
と
を

意
味
す
る
。
加
え
て
、
裁
判
の
告
訴
状
も
残
っ
て
い
な
い
た

め
、
原
告
の
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
、
被
告
の
ユ
デ
ィ
ト
と
ア

ー
ダ
ー
ム
、
つ
ま
り
、
事
件
の
主
役
た
る
彼
ら
の
発
言
は
、

他
の
証
人
た
ち
の
証
言
の
な
か
に
間
接
的
に
現
れ
る
以
外
残

さ
れ
て
い
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
三
人
の
年
齢
も
推
測
す
る
よ

コザールヴァールの聴取記録
（1765年のオナの証言のページ）
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り
ほ
か
な
い
の
で
あ
る
。

　
第
一
回
証
人
聴
取

　
質
問
項
目
か
ら
は
、
こ
の
聴
取
が
行
わ
れ
た
背
景
を
知
る

こ
と
が
で
き
る
。
コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
へ
と
去
っ
て
い
っ
た

イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
、
ユ
デ
ィ
ト
と
ア
ー
ダ
ー
ム
を
姦
通

罪
で
告
訴
し
た
の
で
あ
る
。

　
一
六
項
目
か
ら
な
る
質
問
事
項
は
、
ま
ず
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ

ァ
ー
ン
と
ユ
デ
ィ
ト
の
夫
婦
関
係
を
問
う
た
後
（「
二
人
は
真
の
夫
婦
ら
し
く
互
い
に
愛
情
を
も
っ
て
暮
ら
し
て
い
た
か
？
」）、

ユ
デ
ィ
ト
の
「
淫
乱
な
生
活
」
に
つ
い
て
の
質
問
が
い
く
つ
か
続
き
（
下
男
ヨ
ー
ジ
、
貴
族
ブ
ダ
イ
と
の
関
係
）、
後

半
は
ア
ー
ダ
ー
ム
と
の
関
係
を
細
か
く
問
い
た
だ
す
も
の
で
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
、「
ユ
デ
ィ
ト
は
以
前
、

ヨ
ー
ジ
と
い
う
名
の
下
男
に
身
を
ゆ
だ
ね
、
姦
通
を
犯
し
、
今
も
生
き
て
い
る
ペ
ー
テ
ル
と
い
う
名
の
最
初

の
息
子
を
不
義
の
子
と
し
て
授
か
っ
た
か
？
　
証
人
は
、
目
撃
し
た
ど
の
よ
う
な
行
動
、
ま
た
は
状
況
か
ら

そ
の
こ
と
を
知
っ
た
か
？
」「
夫
人
は
、
夫
の
血
縁
の
者
と
一
度
な
ら
ず
二
度
に
わ
た
り
淫
乱
な
関
係
を
持

ち
、
近
親
相
姦
の
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
に
と
っ
て
聞
く
こ
と
も
汚
ら
わ
し
い
親
族
と
の
淫
行
に
走
っ
た
か
？
」

一問一答型聴取記録（1773年　コザールヴァール
近郊の町レッテグの裁判記録）
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と
い
っ
た
質
問
に
対
し
て
、
証
人
た
ち
は
自
ら
が
見
た
こ
と
、
聞
い
た
こ
と
、
推
測
し
た
こ
と
を
話
し
た
の

で
あ
る
。

　
裁
判
官
が
こ
う
し
た
細
か
い
質
問
を
投
げ
か
け
る
こ
と
が
で
き
た
の
は
、
こ
れ
ら
の
情
報
が
、
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
に
よ
っ
て
事
前
に
提
供
さ
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。
質
問
項
目
の
こ
う
し
た
性
格
の
ゆ
え

に
、
証
言
で
語
ら
れ
る
ユ
デ
ィ
ト
の
像
は
、
醜
聞
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
い
っ
た
。
そ
う
い
う
「
放
埒
な
」

ユ
デ
ィ
ト
像
が
果
た
し
て
正
し
い
の
か
、
そ
れ
を
問
う
こ
と
も
、
本
書
の
目
的
に
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。

　
一
七
六
四
年
九
月
の
二
日
間
に
行
わ
れ
た
聴
取
は
、
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
村
が
位
置
す
る
ト
ラ
ン
シ
ル

ヴ
ァ
ニ
ア
侯
国
の
内
ソ
ル
ノ
ク
県
の
判
事
二
名
が
村
に
や
っ
て
き
て
行
わ
れ
た
。
農
民
た
ち
三
八
名
に
対

す
る
聴
取
は
ミ
ル
ザ
・
ト
ジ
ェ
ル
と
い
う
名
の
農
民
の
家
で
、
村
に
住
む
貴
族
六
名
に
対
す
る
聴
取
は
貴

族
の
一
人
コ
マ
ー
ロ
ミ
・
ペ
ー
テ
ル
の
屋
敷
で
、
そ
れ
か
ら
幾
分
間
隔
を
置
い
て
翌
年
一
月
に
行
わ
れ
た

農
民
と
貴
族
計
六
名
に
対
す
る
聴
取
は
、
別
の
農
民
ル
ス
・
ジ
ョ
ル
ジ
ェ
の
家
で
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
一
回
目
の
聴
取
が
行
わ
れ
た
後
の
一
七
六
五
年
一
月
、
県
判
事
が
ユ
デ
ィ
ト
と
ア
ー
ダ
ー
ム
に
対

す
る
命
令
書
を
携
え
て
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
に
や
っ
て
き
た
。
こ
の
命
令
書
は
残
さ
れ
て
い
な
い
た
め
詳

細
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
人
の
同
居
を
禁
ず
る
内
容
だ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
そ
の
後
、
そ
の
年
の
春
に
か

け
て
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
ユ
デ
ィ
ト
の
間
で
の
和
解
も
成
立
し
た
。
し
か
し
、
聴
取
の
記
録
が
取
り
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ま
と
め
ら
れ
清
書
さ
れ
る
前
に
、
事
態
が
急
展
開
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
帰
還

　
従
兄
に
し
て
間
男
の
ア
ー
ダ
ー
ム
に
屋
敷
を
乗
っ
取
ら
れ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
一
七
六
四
年
の

初
夏
に
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
方
の
村
コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
に
移
っ
た
後
も
、
何
度
か
コ
ザ
ー
ル
ヴ

ァ
ー
ル
に
戻
っ
て
き
た
。
最
初
は
、
小
麦
の
収
穫
の
た
め
に
や
っ
て
き
た
の
で
七
月
上
旬
、
そ
の
後
、
ト

ウ
モ
ロ
コ
シ
の
収
穫
に
も
き
て
い
る
の
で
お
そ
ら
く
九
月
か
一
〇
月
に
も
や
っ
て
き
た
。
し
か
し
い
ず
れ

の
際
も
自
分
の
屋
敷
に
は
立
ち
寄
ら
ず
、
近
所
に
住
む
親
族
の
家
に
居
候
し
、
一
回
目
の
聴
取
が
行
わ
れ

た
頃
か
ら
は
し
ば
ら
く
の
間
は
コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
に
と
ど
ま
り
、
そ
こ
で
冬
を
越
し
た
。

　
ユ
デ
ィ
ト
は
と
い
え
ば
、
小
麦
の
収
穫
の
後
に
夫
が
コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
へ
と
去
る
と
、
方
角
で
逆
方

向
の
南
に
六
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
エ
ゲ
ル
ベ
ジ
ュ
と
い
う
村
の
親
戚
の
家
に
行
き
、
長
期
逗
留
す
る
。

　
当
て
が
外
れ
た
の
は
ア
ー
ダ
ー
ム
で
あ
る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
邸
を
手
に
入
れ
て
、
愛
人
の
ユ
デ
ィ

ト
の
そ
ば
に
越
し
て
き
た
と
思
っ
た
ら
、
ま
た
一
人
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。
し
か
し
、
ア
ー
ダ
ー
ム

は
そ
ん
な
こ
と
で
く
じ
け
る
男
で
は
な
い
。
屋
敷
に
残
っ
て
い
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
農
民
に
手
紙
と

贈
り
物
を
持
た
せ
て
何
度
と
な
く
エ
ゲ
ル
ベ
ジ
ュ
へ
行
か
せ
、
ブ
ド
ウ
収
穫
の
頃
に
、
ユ
デ
ィ
ト
を
コ
ザ
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ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
に
連
れ
戻
す
こ
と
に
成
功
す
る
。
ア
ー
ダ
ー
ム
自
身
の
妻
カ
タ
が
村
を
去
っ
た
の
と
ち
ょ

う
ど
同
じ
頃
で
あ
る
。
こ
う
し
て
ア
ー
ダ
ー
ム
と
ユ
デ
ィ
ト
の
二
人
は
、
互
い
の
配
偶
者
が
い
な
い
村
の

屋
敷
で
、
翌
春
ま
で
一
緒
に
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
一
七
六
五
年
、
事
態
は
目
ま
ぐ
る
し
く
展
開
し
た
。
年
明
け
に
判
事
の
命
令
が
下
る
と
、
ユ
デ
ィ
ト
は

ア
ー
ダ
ー
ム
と
一
つ
屋
根
の
下
に
暮
ら
す
こ
と
を
や
め
、
数
週
間
に
わ
た
っ
て
敷
地
内
の
農
民
の
家
で
寝

泊
ま
り
し
た
。
そ
し
て
、
雪
ど
け
の
始
ま
る
三
月
頃
（「
四
旬
節
の
頃
」）、
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
に
現
れ
た
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
、
ユ
デ
ィ
ト
を
説
得
し
て
コ
ス
タ
フ
ァ
ル
ヴ
ァ
に
連
れ
帰
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後

も
、
ユ
デ
ィ
ト
が
一
人
で
（
自
分
の
農
民
を
供
に
つ
れ
て
）
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
ア
ー
ダ
ー
ム
の
も
と
を
訪
れ

た
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
最
終
的
に
、
四
月
下
旬
の
復
活
祭
を
前
に
し
て
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
家
を
買

い
戻
す
た
め
の
代
金
と
家
財
一
式
を
携
え
、
そ
し
て
ユ
デ
ィ
ト
を
伴
っ
て
村
に
帰
っ
て
き
た
。
い
っ
た
ん

は
、
代
金
が
足
り
な
い
こ
と
を
理
由
に
ア
ー
ダ
ー
ム
に
家
か
ら
た
た
き
出
さ
れ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
だ

っ
た
が
、
復
活
祭
す
ぎ
に
再
び
資
金
を
調
達
し
て
な
ん
と
か
家
を
取
り
戻
し
、
ア
ー
ダ
ー
ム
は
、
妻
子
が

去
っ
て
久
し
い
村
内
の
自
分
の
家
に
戻
っ
て
い
っ
た
。
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ユ
デ
ィ
ト
の
逃
亡

　
春
に
屋
敷
を
取
り
戻
す
の
と
前
後
し
て
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
妻
と
形
ば
か
り
の
仲
直
り
を
し
た
よ

う
だ
。
屋
敷
に
住
み
こ
む
農
民
モ
ル
ド
ヴ
ァ
ー
ン
・
ト
ジ
ェ
ル
が
「
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
は
そ
の
日
、

デ
ー
シ
ュ
で
奥
様
と
和
解
し
ま
し
た
」
と
言
っ
て
い
る
か
ら
、
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
に
隣
接
し
た
、
内
ソ

ル
ノ
ク
県
の
中
心
都
市
で
あ
る
デ
ー
シ
ュ
の
町
に
赴
き
、
県
の
判
事
か
貴
族
の
弁
護
士
の
も
と
で
何
ら
か

の
調
停
を
成
立
さ
せ
た
の
だ
ろ
う
。
こ
う
し
て
再
び
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
屋
敷
で
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

と
夫
婦
で
暮
ら
す
よ
う
に
な
っ
た
ユ
デ
ィ
ト
は
、
ア
ー
ダ
ー
ム
と
会
う
こ
と
を
よ
り
厳
し
く
禁
止
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。

　
こ
の
「
和
解
」
が
ど
の
よ
う
な
状
況
や
打
算
で
行
わ
れ
た
の
か
、
史
料
に
明
確
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
。

た
だ
、
は
っ
き
り
し
て
い
る
の
は
、
夫
婦
の
関
係
が
目
に
見
え
て
改
善
し
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
と
い
う

こ
と
だ
。
夫
婦
が
和
解
し
た
翌
日
、
ユ
デ
ィ
ト
は
、
一
緒
に
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
畑
に
行
こ
う
と
言
う
イ
シ
ュ

ト
ヴ
ァ
ー
ン
の
誘
い
（
お
そ
ら
く
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
種
ま
き
に
行
こ
う
と
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
）
を
、「
私
は
行
か
な
い
わ
、

あ
な
た
が
行
け
ば
い
い
で
し
ょ
う
」
と
冷
た
く
断
っ
た
う
え
、
農
民
ト
ジ
ェ
ル
に
命
じ
て
、
村
は
ず
れ
で

の
ア
ー
ダ
ー
ム
と
の
密
会
に
付
き
合
わ
せ
た
の
で
あ
る
。
意
に
反
し
て
領
主
夫
人
の
不
義
の
片
棒
を
担
ぐ

羽
目
に
陥
っ
た
ト
ジ
ェ
ル
は
、
ユ
デ
ィ
ト
に
直
言
し
た
。「
私
た
ち
と
ア
ー
ダ
ー
ム
様
が
一
緒
に
い
る
こ
と
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を
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
様
が
知
っ
た
ら
、
ま
た
腹
を
立
て
る
で
し
ょ
う
」。
ユ
デ
ィ
ト
は
答
え
て
言
っ
た
。

「
ど
う
す
る
こ
と
も
で
き
な
い
わ
、
来
て
し
ま
っ
た
の
だ
も
の
」。

　
四
月
の
「
面
会
禁
止
」
後
も
、
多
く
の
村
人
が
、
ユ
デ
ィ
ト
と
ア
ー
ダ
ー
ム
が
言
葉
を
交
わ
す
の
を
目

撃
し
て
い
る
。
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
邸
の
生
け
垣
越
し
に
会
話
し
て
い
た
り
、
日
曜
日
に
教
会
に
向
か
う

時
に
並
ん
で
歩
い
て
い
た
り
、
一
度
は
村
の
通
り
で
ア
ー
ダ
ー
ム
に
突
然
口
づ
け
さ
れ
た
ユ
デ
ィ
ト
が
取

り
乱
し
て
手
を
振
り
ほ
ど
く
の
を
多
く
の
人
が
見
て
い
た
。

　
新
た
な
事
件
が
起
こ
っ
た
の
は
六
月
三
日
の
こ
と
で
あ
る
。
ま
だ
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
が
寝
て
い
る
間

に
、
ユ
デ
ィ
ト
は
農
民
の
妻
を
供
に
連
れ
て
、
デ
ー
シ
ュ
に
向
け
て
家
を
出
た
。
同
じ
頃
、
ア
ー
ダ
ー
ム

も
馬
に
ま
た
が
っ
て
デ
ー
シ
ュ
へ
と
出
か
け
て
い
っ
た
。
目
が
覚
め
て
妻
が
い
な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
イ

シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
、
大
騒
ぎ
を
し
て
村
中
を
探
し
た
の
だ
ろ
う
。
昼
頃
に
な
っ
て
、
別
の
貴
族
に
仕
え

る
農
民
か
ら
ユ
デ
ィ
ト
の
行
き
先
を
知
ら
さ
れ
る
と
、
自
分
の
農
民
三
人
を
引
き
連
れ
て
デ
ー
シ
ュ
と
コ

ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
間
に
あ
る
ブ
ド
ウ
畑
へ
と
向
か
っ
た
。
雨
の
な
か
、
畑
近
く
の
丘
の
上
で
待
ち
伏
せ

す
る
こ
と
数
時
間
、
日
没
近
く
な
っ
て
彼
ら
は
、
ア
ー
ダ
ー
ム
と
思
し
き
男
が
ブ
ド
ウ
畑
に
入
っ
て
い
き
、

そ
の
後
、
ユ
デ
ィ
ト
と
お
供
の
農
婦
が
や
っ
て
き
た
の
を
目
に
し
た
。
ユ
デ
ィ
ト
が
一
人
ブ
ド
ウ
畑
に
入

っ
て
い
き
、
小
一
時
間
す
る
と
男
が
出
て
い
っ
た
の
で
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
は
丘
を
降
り
て
ユ
デ
ィ
ト
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を
捕
ま
え
、
屋
敷
に
連
れ
帰
っ
た
。
そ
し
て
、
屋
敷
内
の
「
奥
の
家
」
に
閉
じ
込
め
た
の
で
あ
る
。

　
雨
の
降
る
ブ
ド
ウ
畑
で
、
ユ
デ
ィ
ト
と
ア
ー
ダ
ー
ム
が
何
を
し
て
い
た
か
は
わ
か
ら
な
い
。
女
主
人
の

お
供
を
し
て
い
た
農
婦
も
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
と
そ
れ
に
つ
き
従
っ
た
農
民
た
ち
も
、
ま
た
別
の
丘
の

上
か
ら
た
ま
た
ま
そ
の
様
子
を
眺
め
て
い
た
デ
ー
シ
ュ
の
馬
飼
い
も
、
誰
一
人
と
し
て
ブ
ド
ウ
の
木
の
間

で
起
こ
っ
た
こ
と
を
目
に
は
し
て
い
な
い
。
た
だ
、
お
供
の
農
婦
は
、
怒
り
狂
っ
た
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン

が
ユ
デ
ィ
ト
を
捕
ま
え
る
の
を
見
て
身
を
隠
す
と
、
ブ
ド
ウ
畑
の
一
角
に
草
が
倒
れ
て
「
寝
床
の
よ
う
に

な
っ
た
」
と
こ
ろ
が
あ
る
の
を
目
に
し
た
。
彼
女
は
、
別
の
農
婦
に
そ
の
こ
と
を
語
る
と
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ

ァ
ー
ン
に
咎
め
ら
れ
て
罰
を
受
け
る
の
を
恐
れ
て
、
ま
も
な
く
村
か
ら
姿
を
消
し
た
。

　
三
日
後
の
六
月
六
日
未
明
、
閉
じ
込
め
ら
れ
て
い
た
ユ
デ
ィ
ト
は
夫
の
も
と
か
ら
逃
げ
出
し
た
。
ド
ア

に
は
外
か
ら
閂

か
ん
ぬ
きが

か
け
ら
れ
て
い
た
の
で
、
寝
間
着
の
ま
ま
窓
か
ら
抜
け
出
す
と
、
ア
ー
ダ
ー
ム
の
屋
敷

に
あ
る
農
民
の
家
に
逃
げ
込
ん
だ
。
こ
の
農
民
の
妻
は
、
ア
ー
ダ
ー
ム
に
命
じ
ら
れ
て
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー

ン
邸
に
行
く
と
、
窓
か
ら
中
に
入
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
っ
た
ユ
デ
ィ
ト
の
ス
カ
ー
ト
や
上
着
を
持
っ

て
き
た
。
ユ
デ
ィ
ト
の
娘
た
ち
は
、
住
み
こ
み
の
下
女
ナ
ス
タ
ー
ジ
ア
に
連
れ
ら
れ
て
ア
ー
ダ
ー
ム
邸
に

や
っ
て
き
た
。
彼
ら
は
し
ば
ら
く
の
間
ア
ー
ダ
ー
ム
に
匿か

く
まわ

れ
た
後
、
深
夜
、
ア
ー
ダ
ー
ム
が
雇
っ
た
農

民
の
牛
車
で
、
エ
ゲ
ル
ベ
ジ
ュ
に
向
け
て
密
か
に
村
を
去
っ
て
い
っ
た
。
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第
二
回
証
人
聴
取

　
二
回
目
の
証
人
聴
取
は
、
ユ
デ
ィ
ト
と
娘
た
ち
が
姿
を
消
し
て
大
騒
ぎ
が
起
こ
っ
て
い
る
な
か
で
行
わ

れ
た
。
そ
の
た
め
だ
ろ
う
、
今
度
の
聴
取
は
、
期
間
も
、
証
人
の
数
も
、
そ
の
証
言
内
容
の
豊
か
さ
も
、

前
回
を
大
き
く
上
回
っ
た
。
六
月
二
〇
日
に
始
ま
っ
た
聴
取
は
、
七
月
一
三
日
ま
で
の
べ
一
二
日
間
に
の

ぼ
り
、
そ
の
間
、
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
の
五
八
人
の
農
民
と
貴
族
に
対
し
て
行
わ
れ
た
。
七
月
一
四
日
に
、

近
郊
の
村
ネ
ー
メ
テ
ィ
で
三
人
の
村
人
の
証
言
を
得
た
後
、
九
月
に
は
三
日
間
に
わ
た
っ
て
デ
ー
シ
ュ
の

町
の
貴
族
や
農
民
（
多
く
は
コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
出
身
）
一
三
人
を
聴
き
取
っ
た
。
計
七
四
名
の
証
人
の
言
葉
は
、

一
四
六
頁
に
上
る
記
録
に
書
き
記
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
、
我
々
の
手
元
に
残
る
、
二
回
合
計
一
〇
六
名
分

（
二
度
の
聴
取
の
両
方
で
証
言
を
し
て
い
る
者
が
一
四
名
い
る
）
の
証
言
が
出
そ
ろ
っ
た
の
で
あ
る
。

　
こ
の
大
部
の
証
言
記
録
に
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
主
役
の
三
人
、
イ
シ
ュ
ト
ヴ
ァ
ー
ン
、
ユ

デ
ィ
ト
、
ア
ー
ダ
ー
ム
の
証
言
は
入
っ
て
い
な
い
。
二
冊
の
記
録
に
添
付
さ
れ
て
こ
れ
以
外
に
唯
一
残
さ

れ
て
い
る
の
は
、
二
回
目
の
聴
取
の
翌
年
、
一
七
六
六
年
の
二
月
に
デ
ー
シ
ュ
の
裁
判
所
で
下
さ
れ
た
判

決
文
だ
け
で
あ
る
。
意
外
な
結
果
に
な
る
判
決
は
エ
ピ
ロ
ー
グ
ま
で
お
預
け
に
し
て
お
く
こ
と
に
し
て
、

ユ
デ
ィ
ト
の
逃
亡
に
至
る
ま
で
の
豊
富
な
証
言
群
か
ら
、
一
八
世
紀
の
村
の
生
活
を
復
元
し
て
い
く
作
業
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に
移
っ
て
い
く
こ
と
に
し
た
い
。
そ
の
際
、
証
言
記
録
に
加
え
て
、
村
の
姿
を
知
る
た
め
の
別
の
史
料
（
た

と
え
ば
、
村
の
徴
税
簿
、
地
誌
な
ど
）
の
分
析
も
織
り
交
ぜ
て
い
く
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
手
始
め
と
し
て
ま
ず
、
ユ
デ
ィ
ト
た
ち
の
事
件
に
絞
っ
て
い
た
照
準
を
い
っ
た
ん
広
角
に
切
り
替
え
て
、

コ
ザ
ー
ル
ヴ
ァ
ー
ル
と
い
う
村
と
そ
の
住
民
た
ち
に
つ
い
て
見
て
い
く
こ
と
に
し
よ
う
。
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君は、

何と闘うか？

マーカー部分をクリックして、「ジセダイ」
をチェック!!!

「ジセダイ」は、20代以下の若者に向けた、
行動機会提案サイトです。読む→考える→行
動する。このサイクルを、困難な時代にあっ
ても前向きに自分の人生を切り開いていこう
とする次世代の人間に向けて提供し続けます。

ジセダイイベント

ジ セ ダ イ 総 研

星海社新書試し読み

メ イ ン コ ン テ ン ツ
著者に会える、同世代と話せるイベントを毎月

開催中！　行動機会提案サイトの真骨頂です！

若手専門家による、事実に基いた、論点の明確な読み物を。

「議論の始点」を供給するシンクタンク設立！

既刊・新刊を含む、
すべての星海社新書が試し読み可能！

 http://ji-sedai. jp/

http://ji-sedai.jp/event/info/
http://ji-sedai.jp/series/research/
http://ji-sedai.jp/book/publication/
http://ji-sedai.jp
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